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はじめに

１．本日説明会の目的01

八幡通りのまち並みづくり・賑わい形成に向けて、下記の目的を設定。

3

１
目的

2
目的

3
目的

今後目指すべきまちづくりの具体案を共に考え、実行していただけるように皆さんに

考えるキッカケ（気づき）の場とする。

・行田らしさ、八幡通りらしさを理解・共有するために歴史的変遷と現状を把握。

・にぎわい創出を実現している（取り組んでいる）先進事例のご紹介。

・来年、再来年での修景整備実現に向けて、皆さんの機運を高める。

01

はじめに
・当説明会の位置付け（社会的背景）を再確認
⇒八幡通りのまち並みづくり・賑わい創出の取組み、まち並み景観モデル事業

03

事例紹介
・道路空間の再編により歩行者通行量が増加した事例
・地道な景観形成の取組で賑わいを取り戻している事例 etc

02

歴史的変遷
・八幡通りの変遷
・現状の八幡通りに関する外観状況の可視化

04

意見交換
・八幡通りの街並み景観づくりの方向性 ⇒ 課題抽出と目標設定
・今後のスケジュール



年 度
2012
（H24）

2013
（H25）

2014
（H26）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R01）

トピック
のぼうの城
映画

都市マス
策定

まちにぎ
計画策定

田んぼアート
ギネス認定

陸王 ドラマ
日本遺産認定

観光客※
（増減率）

12,406
11,155
▲10.1％

10,869
▲2.6％

10,352
▲4.8％

13,372
+29.2％

15,168
+13.4％

― ―

はじめに

２．これまでの市のまち並みづくりとにぎわい創出に関する取組み01

第５次総合振興計画（H23年３月策定）策定、行田市都市計画マスタープラン

（H25年３月）の上位計画を基に、行田市各課はじめ様々な主体が取り組んでいる

4

行田市ふるさとづくり事業

都市再生整備計画事業

歴史的街路整備事業

足袋のまち行田活性化プロジェクト

行田市
企画政策課

行田市
企画政策課
商工観光課
文化財保護課 日本遺産魅力発信推進事業

行田市
都市計画課

※観光案内所の観光入込客数

まちにぎWS 緑化活動

行田らしいまち並みづくりとにぎわい創出基本計画景観WS

ハード

ソフト

総合施策

まちにぎWS



はじめに

２．これまでの市のまち並みづくりとにぎわい創出に関する取組み01 5

上位計画：都市計画マスタープラン（H25年３月）

・八幡通りが含まれる中心部地域の将来像を「水と緑を身近に感じ、歴史の風格が漂う歩いて暮らせる

便利なまち」と定め、施策の一つに「歴史資源を保全・活用した街並み景観の形成」と明記

・当計画に基づき、行田市各課が具体施策を実行

■中心部地域の構想■上位計画の位置付け



はじめに

２．これまでの市のまち並みづくりとにぎわい創出に関する取組み01 6

上位計画：行田らしいまち並みづくりとにぎわい創出基本計画（H26年３月）

・都市計画マスタープランを基に、本町通り周辺（にぎわいや歴史・文化が感じられるまち並み軸）、八

幡通り周辺（界わい・まちかど）等のモデル地区を選定し具体施策を明記

・八幡通り周辺の取組みは「にぎわいを体感できる歩行者目線の散策路をつくる」

■上位計画の位置付け ■八幡通り周辺



はじめに

２．これまでの市のまち並みづくりとにぎわい創出に関する取組み01 7

■段階的な景観形成イメージ

※上記の整備イメージ図は参考例。実施にあたっては市民の合意形成を図り進めるものとします。

上位計画：行田らしいまち並みづくりとにぎわい創出基本計画（H26年３月）

・都市計画マスタープランを基に、本町通り周辺（にぎわいや歴史・文化が感じられるまち並み軸）、八

幡通り周辺（界わい・まちかど）等のモデル地区を選定し具体施策を明記

・八幡通り周辺の取組みは「にぎわいを体感できる歩行者目線の散策路をつくる」



はじめに

２．これまでの市のまち並みづくりとにぎわい創出に関する取組み01 8

日本遺産とは

・文化庁が平成27年度に創設した新しい文化財制度

・地域に点在する文化財を把握して“ストーリー”によるパッケージ化を図り、地域主体で総合的に

整備・活用し、世界へ戦略的に発信して地域の活性化を図る

・現在100件を超えるストーリーが認定されている



はじめに

２．これまでの市のまち並みづくりとにぎわい創出に関する取組み01 9

行田市の日本遺産ストーリー “和装文化の足元を支え続ける足袋蔵のまち行田”

・平成29年4月認定

・現在も足袋の生産は続いており、日本一の産地として時折流れるミシンの音と共に、裏通りに趣

のある足袋蔵の街を形成。“蔵” のまちは数あれど、“足袋蔵”のまちは行田のみ。

・江戸後期から※100年以上の長きに渡り、その時代の建築様式を取り入れながら土造・石造・

RC造、木造等多種多様な足袋蔵が約80棟現存し、足袋産業の繁栄を想起させる。

■構成資産 44件

史 跡 4件 埼玉古墳群、忍城跡etc

古文書 4件 享保年間行田町絵図etc

建造物 29件 十万石ふくさや行田本店etc

有形文化財 2件 行田足袋、製造用具・製品

無形文化財 5件 初午祭り、ゼリーフライ、フライetc



はじめに

３．まち並み景観形成モデル事業（県補助事業）01 10

・「訪れたくなる」「誇りに思える」「参加したい・つくってみたい」まち並みづくり

・景観形成モデル事業では、区間を定めて3か年で改修まで実施、知見を他市町村へ波及させる

事業
内容
【3か年】

【ハード面への支援】 建物所有者等が行う外観修景整備に対する補助

【ソフト支援】 住民の意識醸成を促進する勉強会等への講師派遣や補助事業実施に係る補助

事業
効果
【ねらい】

・観光入込客数の増加、地域住民の地元への愛着心向上による地域活性化、にぎわい創出

・まち並み景観づくりに係る知見の蓄積、他市町村への波及によるまち並み景観づくりの促進

現状

・古民家などの歴史的資源を活用したまち並み景観づくり

の重要性が増大

・歴史的資源を保全活用する「歴史のみち広域景観形

成プロジェクト」にて、景観講演会やまち歩きを実施 埼玉県「歴史のみち広域景観形成プロジェクト」

賑わいを創出する景観形成を加速させるためには、
「地域住民の一体感の醸成」、「改修費用の負担」という取組上の課題あり

八幡通り
が選定さ
れた理由

①歴史的街路整備事業実施 ②賑わい創出につなげられる商店や空家・空き店舗の存在

③歴史的建築物や観光資源が点在しているため、観光客の回遊性が見込まれる



歴史的変遷

02
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歴史的変遷

１．八幡通りの歴史的な変遷
02 12

・行田市史等による文献を参照し、八幡通りの歴史的な変遷を示す

・今後、近代（明治以降）の変遷を住宅地図や行田市史の風俗編等で追調査

上町

下町

新町

八幡町

行田八幡神社

行田市駅

水城公園

■忍城今昔地図 （2000年の地図に文政年間（1818-1830）忍城図を重ねた地図）



歴史的変遷

１．八幡通りの歴史的な変遷
02 13

・八幡町（八幡通り）は行田八幡神社が現在地に移転した1655年から開発

・大工等、建築職人の居住地として街びらきしたことから“大工町”とも呼ばれた

西暦 和暦 内容

1000～1070頃 ―
行田八幡神社建立（こんりゅう）
源頼義・義家の奥州討伐の滞陣時に勧請されたと伝えられている

1479以前 文明11 忍城築造

1544 天文13 行田三町（上町、下町、新町）に町家が建ち始める

1590 天正18 石田三成による水攻め

1617 元和3 日光東照社成立 日光道中の脇往還として行田町は宿場機能を持つ

1655 明暦元
行田八幡神社が佐間村田中から移転、八幡町が開発される
大工棟梁1人、肝煎1人、平大工25人、木挽5人、鋸鍛冶1人ら建築職人の居住地となる

1716～1735 享保
享保年間行田絵図 八幡町では67棟、職業は41軒確認できる
足袋職・商については四町全体で4軒

1830～1844 天保
天保年間行田町絵図 八幡町では55軒が確認できる
足袋職・商については四町全体で27軒

1871 明治4 廃藩置県 忍藩は解体⇒忍県⇒埼玉県へ

1873 明治6 忍城が一部土塁を残し取り壊し

■八幡通りに係る特筆事項をまとめた年表



八幡町 行田四町計 八幡町 行田四町計

飲食品 米 2 7 0 10

干物 1 1 0 0

料理 0 0 1 2

菓子 0 0 1 6

あめ 0 0 1 1

米搗 0 0 2 2

日用品 桶 1 1 0 0

付木 1 1 0 0

建築 大工 22 25 7 9

左官 1 1 0 0

屋根 3 4 0 0

畳 1 1 2 4

木挽 3 3 1 2

建具 0 0 1 3

経師 0 0 1 1

仕事師 0 0 5 5

金物 鍛冶 1 3 1 1

武具 鞘師 2 2 0 0

研屋 1 1 0 0

衣類 仕立針仕事 0 0 1 7

足袋 0 3 7 27

古着 0 5 4 13

医療 医師 1 2 1 3

あんま 0 0 2 5

信仰・教育 神官 1 1 2 2

手習師匠 0 0 1 1

人足 黒鍬 0 0 1 1

日雇取 0 0 3 7

武家 家中町宅 0 0 1 4

その他 空家 ― ― 7 20

未詳 ― ― 2 6

合計 41 149 55 364

棟数 67 291

享保年間 天保年間

歴史的変遷

１．八幡通りの歴史的な変遷
02 14

■享保年間行田絵図 ■天保年間行田絵図 ■行田町住民の職種

※八幡町の住民の職種を抜粋

・八幡町（八幡通り）は行田八幡神社が現在地に移転した1655年から開発

・大工等、建築職人の居住地として街びらきしたことから“大工町”とも呼ばれた



歴史的変遷

２．現在の八幡通り（現状の外観状況の可視化）
02 15

・本整備の対象となる沿道の外観状況を調査し、項目毎に整理して可視化

■外観調査項目

構造

建築年数

壁面

外壁材

開口部・格子

広告物

基調色・強調色

1Fの用途

緑化・さく・塀

■昭和30年頃の八幡通り



歴史的変遷

２．現在の八幡通り（現状の外観状況の可視化）
02 16

・本整備の対象となる沿道の外観状況を調査し、項目毎に整理して可視化

西郷内
総数53件

東郷内(西)

総数45件
東郷内(東)

総数35件
中町

総数57件
新橋町
総数34件

東町
総数51件

■外観調査項目の可視化

（例：愛知県豊橋市 旧東海道二川宿）



歴史的変遷

２．現在の八幡通り（現状の外観状況の可視化）
02 17

・整備効果の指標となる歩行者通行量調査（事業前）の実施

■歩行者交通量調査地点（案）■歩行者交通量調査概要（案）

調査日時
平日1日、休日1日
07：00～19：00（12h）

調査地点
地点1 行田郵便局駐車場付近
地点2 明治安田生命さきたま営業所付近
地点3 行田八幡神社駐車場付近

調査内容

・地点毎に調査員を配置
・方向別・時間別に観測
・通行人属性分類 5種
①一般、②高齢者、③車いす
④杖利用者、⑤ベビーカー



歴史的変遷

３．11/30 （土）街頭アンケート結果
02 18

■調査概要

調査日時
2019年11月30日（土）
09：00～14：00

調査方法/場所 行田八幡神社にて個別聞き取り方式

被験者数 77組

主な聞き取り内容

・属性
（性別・住まい・グループ人数・年齢）
・八幡神社への来訪回数、目的
・あれば寄りたい場所
・地域活性化・賑わい創出につながる外
観イメージ
・まち並み整備に関する好感度

・11/30（土）に行田八幡神社にて街頭アンケートを実施

・来訪者回数については、3回以上が半数以上の42組いた

■八幡神社への来訪回数

■訪問目的

はじめて
29組

38％

2回以上

47組

62％

うち、42人が3回以上

N=77組

その他

22組

28％

参拝

47組

60％

七五三

6組

8％

観光

3組

4％

N=77組



歴史的変遷

３．11/30（土）街頭アンケート結果
02 19

■神社周辺にあれば寄りたい施設

・神社周辺にあれば寄りたい施設としては「カフェ」が最も多い

・外観イメージについては、「行田の歴史が感じられる昭和レトロな雰囲気」が最も多い

■地域活性化・賑わい創出につながる外観イメージ

N=77組

※複数回答有

その他の意見

無電柱化、人の流れがある通り、蔵づくり、人が集まるスポッ

ト、おしゃれなカフェ、ありのまま、食べ物屋がある通り、景観

を崩さない

10組

1組

25組

21組

24組

その他

生活感のある商店街

行田の歴史が感じられる昭和レトロな雰囲気

忍城の影響を感じる城下町の雰囲気

八幡神社を中心とした門前通り16組

23組

10組

12組

13組

17組

お土産屋

カフェ

甘味処

和菓子

食事処

その他

その他の意見

休憩場所、食べ歩ける、駐車場、ご当地もの、コンビニ

、行事・イベント、おもちゃ屋、トイレ など

N=77組

※複数回答有



事例紹介

03

20



事例紹介

事例紹介の３地区について
03 21

道路空間の再編と外観修景

により、歩行者通行量が増

加した事例

01
時間帯によって

違う顔がある

実験・チャレンジ

できる場がある

視 点

それぞれ特徴を持った３事例を紹介

02 03

地道な景観形成の取組で賑

わいを取り戻している事例

視 点

八幡通りと類似（人口規模

、商店街延長、神社あり）

視 点

松山市ロープウェー通り

【 愛媛県 松山市 】

旧東海道二川宿地区

【 愛知県 豊橋市 】

石岡市中町商店街

【 茨城県 石岡市 】



事例紹介

１．松山市ロープウェイ通り【愛媛県松山市】
03

歩行者に配慮した道路再整備、デザインガイドラインによる沿道建物外壁面の整備等により、歩行

者交通量が約3.5倍（約2,000人⇒約7,100人）に増加。

22

■整備後のロープウェイ通り■位置図

■概要

概況
中心市街地から松山城や坂の上
ミュージアムへのアクセス動線

道路延長/幅員 約500ｍ / 約7.5～9.5ｍ

商店会・自治会 3商店会 120店舗

期間※ 1999年～2006年（7年間）

主な内容

・無電柱化、車道を2車線から1車
線化、舗装の美装化
・デザインガイドラインの策定、沿道
景観の修景
・商店会主催イベントの勃興

・2014年 経産省「頑張る商店街30選」に選定

・2016年 国交省「都市景観大賞」に選定

※道路整備事業について、修景や商店街イベントはもちろん継続

修景後 修景前



事例紹介

１．松山市ロープウェイ通り【愛媛県松山市】
03

・アーケードを撤去し、自主的なまちづくりに関する協定とデザインガイドラインを締結

・歩行者交通量が3.5倍に増加、沿道の営業店舗数が1.5倍に増加
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■整備効果 【休日の歩行者・自転車交通量】
■デザインガイドライン （外装仕上げ例）

■整備効果 【営業店舗数の推移】

97店舗

147店舗

約3.5倍
減少

（店舗看板の統一） （外壁色の修景）



事例紹介

１．松山市ロープウェイ通り【愛媛県松山市】
03

・道路供用後、地元の主体的な活動が開催。「門前祭り」 「夜間イルミネーション」 「風鈴飾り」

・質が高く情報量の多い、商店会運営のホームページの継続運営。
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■門前祭り ■商店会ホームページ

■夜間イルミネーション



事例紹介

２．旧東海道二川宿地区【愛知県豊橋市】
03 25

伝統的建造物群保存地区に選定されるには至らない、どこにでもあるような古いまち並みを、10数

年続く地道な地域住民の活動で活気を取り戻し、魅力を向上・活性化させている好事例

■本陣の残る東海道宿場町 現二川宿資料館（公共施設）■位置図

概況
豊橋市街から約8km(2駅)、本陣
が残る旧東海道33番目の宿場町

道路延長/幅員 約1.3kｍ / 約5~10ｍ※

商店会・自治会 5字地区 222軒※

期間※ 2007年～

主な内容

・景観条例に基づく景観形成地区
に指定しデザイン誘導
・まち並み景観再生をキッカケに
年々広がり続ける地域イベントと
住民活動

※1桝形含む ※2 2010年研究時より類推

・2016年 国交省「都市景観大賞」に選定

■概要

愛知県豊橋市



事例紹介

２．旧東海道二川宿地区【愛知県豊橋市】
03 26

約7割が保全された町割り、市が寄付を受け修復した本陣・旅籠屋・商家を中心とする宿駅遺構

を核に、まちづくり協定を締結して30件を超える補助金が出され修景が実施されている

■30件を超える助成金が出され、修景の実施■町割りの変遷

■商家「駒屋」 地元住民が組織したNPOが指定管理を受け運営

カフェや雑
貨屋の収
益事業、
広場での自
主事業を実
施

街道沿い宅地間口の保全度（二川地区）
1884年ー2010年

73.3％

76.0％

70.3％

1884年（明治17年）
の地割図と明治以降の土
地台帳（公図・謄本）に
て変遷を調査。



事例紹介

２．旧東海道二川宿地区【愛知県豊橋市】
03 27

行政・住民（住民団体）・大学がそれぞれの立場や専門性を活かし、10の団体が旧宿場町の風

情ある景観形成に協同で取り組んでいる。

豊橋市

豊橋技術科学大学

行政

大学

景観まちづくり団体

・二川宿まちづくり会 ・大岩町東まちづくり会

・大岩町中まちづくり会

・宿場町の歴史的環境調査

・本陣、旅籠屋、商家の文化財整備

・道路、公園、サインの整備

・二川宿景観形成地区の指定と整備計画策定

・住民のまちづくり活動支援

・空家バンクの運営

・景観形成に関する住民協定の締結

・まち並み景観整備（建物等の修景）

・旧街道沿いへの花や灯籠等の飾り付け

・旧街道沿いでのイベント等の開催

・二川宿まち並み通信の発行

住民（新住民の流入）

住民団体（イベンター）

・NPO法人二川宿 ・二川リンケージ

・二川・大岩まちづくり協議会

・岩屋緑地に親しむ会 ・二川つるし飾りの会

・指定管理者 ・各種イベント開催 etc

住民

・宿場町の歴史的環境調査

・まち並み保全のための防災まちづくり調査

・景観に関する住民協定づくりへの支援

・文化財の復原活用調査と工事監修

共同調査

の実施

文化財整備の

設計・工事管理委託

学生の定住

支援

空家

マッチング

指定管

理業務

委託

認定

補助金交付

運営スタッフ

要請

補助金申請



事例紹介

２．旧東海道二川宿地区【愛知県豊橋市】
03 28

どの地域にもある伝統や文化を守りながら新しいものを取り入れ、住みやすい地元をつくるために住

民組織が発足し景観まちづくり団体へ。隣地区に連鎖して緩やかに広がり宿場町の風情を高める。

■景観整備が進み、既存の祭りが映えるまち並みへ■夏の風物詩として定着した「灯篭で飾ろう二川宿」

■街道を飾る一輪挿し ■日本の伝統色で染めた日よけのれん

二川八幡

神社例大祭

二川宿祭

大名行列



事例紹介

２．旧東海道二川宿地区【愛知県豊橋市】
03 29

どの地域にもある伝統や文化を守りながら新しいものを取り入れ、住みやすい地元をつくるために住

民組織が発足し景観まちづくり団体へ。隣地区に連鎖して緩やかに広がり宿場町の風情を高める。

■学生の定住



事例紹介

１．石岡市中町商店街【茨城県石岡市】
03 30

・人口規模が同等であり（行田市8.1万人 石岡市7.6万人）かつ対象通りの延長も同等程度

・商店街外観修景事業に伴い、商店会の機運が醸成されソフト施策も含めた商店街の再生へ

■外観整備の修景前と修景後■位置図

■概要

概況
国道沿いの商店街。金毘羅神社
あり、JR石岡駅から徒歩5分

道路延長/幅員 約0.3kｍ / 約5~10ｍ※

商店会・自治会 1商店会振興組合 委員20名

期間※ 1996年～2005年※

主な内容

・昭和の看板建築が残る和と洋が
混在する街
・電線地中化に伴い、看板位置と
外観デザインを整え、修景事業を
実施

※ファサード修景は2002年から3年間で実施

茨城県石岡市

修景後

修景前



事例紹介

３．石岡市中町商店街【茨城県石岡市】
03 31

・石岡市は奈良時代に国府配置、霞ケ浦の水運港として発達etc 歴史的遺産が数多く点在

・昭和4年の大火後、商店街が最も繁栄した昭和30年代を目指し整備コンセプトを決定

■まちづくりコンセプト「昭和」■ファサード整備イメージ図の作成

■長い歴史を有す金毘羅神社



事例紹介

３．石岡市中町商店街【茨城県石岡市】
03 32

■整備コンセプト 「昭和ロマン」

・石岡市は奈良時代に国府配置、霞ケ浦の水運港として発達etc 歴史的遺産が数多く点在

・昭和4年の大火後、商店街が最も繁栄した昭和30年代を目指し整備コンセプトを決定



事例紹介

３．石岡市中町商店街【茨城県石岡市】
03 33

・空き店舗を利用して新たなテナント誘致へ

・歴史的な外観を残す建築物には、看板の変更や商いのメインの商品を名称を暖簾に刻む

■空き店舗を利用したテナント誘致 チャレンジショップ市場

修景後

修景前 修景前

修景後

夕景

■中藤商店（米屋）



事例紹介

３．石岡市中町商店街【茨城県石岡市】
03 34

・洋風の外観を有す建築物においても、統一感を持たせるオーニング（庇下のテント）等のデザイ

ンアイテムで統一、外観の基調色をまち並みに馴染む配色へ

■農機具販売 「石岡富国屋」

修景前

修景後夕景

修景前

修景後夕景

■パンとケーキの店 「ヴィオレ」



意見交換

04
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意見交換

１．景観整備のメリット・デメリット04

・景観整備をしないよりは行う方が環境価値は高くなる。

・通り全体の景観整備における合意形成には時間が必要。本事業を活用し、短期的にできることを

実行して継続（スモールアクション）させ、長期的なあるべき姿（目標）に到達する。
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メ
リ
ッ
ト

• まち並みが整っていないより、整っている方が環境価値

（≒経済的価値、不動産価値）は高くなる

• 景観整備の取組みを通じて、地区に対する愛着や、

地域コミュニティが強化される

• 私財に対して補助を受けることができる

デ
メ
リ
ッ
ト

• 既存建物の構造により、改修コストがかかる可能性

が生じる

• 交通量が増えることにより、安全性を損なう可能性

が生じる

• 補助を受けるためには制約（取り壊せないetc）が

課せられる

■景観整備における住民のメリット・デメリット ■スモールアクションの重要性

・アイデアを構築し、プロジェクト実行して計測し、デー
タを学習して、次のアクションに反映させる
・この一連のサイクルを回していくことが重要です。この
サイクルをぐるぐると回しながら、小さな実験やアクショ
ンを重ねていくことが重要

出典：Build-Measure-Learnサイクル
［作成＝東京大学 泉山塁威］



意見交換

２．行田らしさを活かした八幡通りのまち並み景観形成（案）04

・外観調査による現状の可視化、住宅地図等更なる文献調査を実施し、問題を整理し課題抽出

・課題と上位方針を踏まえ、まち並み景観形成の目標（あるべき姿）と施策を設定
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背景（地域固有、社会的） 現状

上位方針

目標（あるべき姿、まち並みづくりとにぎわい創出のコンセプト）の設定

日本遺産認定ストーリー

長きに渡る繁栄を喚起させる多種多様な外観を有す足袋蔵

裏通りや路地を通ると時折聞こえるミシンの音

行田市ふるさとづくり事業の施工事例

建物：漆喰などの伝統工法の改修、工作物：黒塀・築地塀

外観調査による現状の可視化

セットバック、駐車場が散見

構造、外観基調色が不揃い

看板建築（伝統工法残存）

その他

市外から神社参拝者来街

商店減

歴史的街路施工済

文献調査

町割りが保全されている

消失した習わしの掘り起し

通りの歴史のアーカイブ

社会的背景

高齢化・空家化(跡継ぎ)

インバウンド、外国人来街

訪日外国人2018年

3,119万人 封じの宮として有名な八幡神社

都市計画マスタープラン

中心部地域の将来像 「 水と緑を身近に感じ、歴史の風格

が漂う 歩いて暮らせる便利なまち 」
行田らしいまち並みづくりとにぎわい創出基本計画

八幡通り周辺の取組の方向性 「 にぎわいを体感できる歩

行者目線の散策路をつくる 」



意見交換
04

・外観調査による現状の可視化、住宅地図等更なる文献調査を実施し、問題を整理し課題抽出

・課題と上位方針を踏まえ、まち並み景観形成の目標（あるべき姿）と施策を設定
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目標（あるべき姿、まち並みづくりとにぎわい創出のコンセプト）の設定

ハード施策案（まち並み景観形成） ソフト施策案（にぎわい創出）

景観ルールやデザイン誘導方針

看板・門行灯等の新設

緑化（かき、庭、ポット）

通りの歴史を伝えるサイン

道路の2車線→1車線へ

イベント

駐車場や道路を利用した

イベント

まち灯りイベント

景観アイテム（暖簾etc）

導入

建物活用

住民主体の交流拠点創出

（カフェ、ゲストハウスetc）

空家定住化

生業や商品を魅せる「まちか

ど博物館」

補助制度

統一感あるまち並み景

観整備に向けた制度

設計

補助対象の明確化→

指針などの策定

■まちかど博物館（小田原市）■道路占用したイベント（柏市）■旧東海道二川宿地区（愛知県豊橋市）

２．行田らしさを活かした八幡通りのまち並み景観形成（案）



年 度 2019（R1） ２020（R２） 2021（R３）

12月 １月 ２月 ３月 前 期 後 期 前 期 後 期

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

意見交換

３．今後のスケジュール04 39

歩行者通行量調査

文献調査

外観調査

まち並み景観形 成モデル地区基本構想策定

建物前面改修工事

説明会

個別意見交換

・まち並み景観形成先導モデル事業３か年のアクションプラン

・本日以降、通行量調査および外観調査を受託業者（三井共同建設C）が実施

※合意形成の進捗状況によって、スケジュールが変更となる可能性があります

説明会

状況により


